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１．はじめに 
自動車用トンネルの出口騒音低減を目的としたトンネル内吸音板を設置してから 5 年以上が経過した。 

図 1 の長崎市内飽の浦トンネルは、国道 202 号の改良工事として建設されたもので、平成 11 年 3 月 19 日に供

用が開始されたが本年（平成 16 年）3 月で供用開始後満 5 年を迎えた。なお本トンネルは東側の飽の浦小学

校前（三菱病院前）と西側の大浜団地との間を結び長さ約 1500m、片側１車線（片側歩道付）である。 

この飽の浦トンネルの両坑口には、騒音低減を目的として複合型セラミックス吸音板が実工事として最初に施

工(1)され、この 5 年間、壁面清掃は行われておらず、図 2 に見られるように吸音板の表面には汚れの付着がか

なり進行している。今回、この吸音板の吸音性能の経年変化について調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．汚れの実態 
当該トンネルに実装備されている吸音板 2 枚を剥がして汚れの実態観察と化学分析、清掃の方法および吸音率

の測定などを実施した。図 3 は新しいセラミック吸音板の表面写真を示す。図 4 は今回抜き取った吸音板の表

面写真を示す。明らかに黒色で少しの粘りがあった。表面には粉塵状態のダストが降り積もっていた。パネル

1 枚（450×1800mm）あたり 39gr の粉塵が付着していた。粉塵粒子は図 5 に示すように 60 ミクロンを主体に

5～200 ミクロンに分布していた。粉塵の構成元素分析をＸ線分析法で、化合物の分析を赤外線分光法で行っ

た。主たる成分は石英であった。灼熱減量は 29.2％でそのうち 19.2％は炭素で油分は 2.8％であった。これら

の結果から粉塵は道路面の削れ、排ガス、タイヤの磨耗である。図 6 はセラミック吸音板の断面写真を示した

ものである。粉塵は表面のみに付着し内部には滞留していないことが分かった。 
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図 1 飽の浦トンネル 

 

図 2 トンネル吸音板の汚れ 

図 3 セラミック吸音板（未使用材） 図 4 5 年経過した吸音板 
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３．吸音率の測定 
定在波法による垂直入射吸音率を測定した。試験片は低周波域に対しては 100φの、高周波域に対しては 30

φの円盤とした。図 4 は切り出した試験片を示す。試験は未使用吸音板および 5 年経過した吸音板について行

いそれぞれ背後空気層を 50mm の場合、100mm の場合について実施した。背後空気層は自動車用トンネルで

は 100mm を新幹線トンネル(2)では 50mm 以下としているのでここでは 2 ケースについて実施した。なお、参

考として 5 年経過吸音板はブラシ洗浄と高圧水洗浄を実施した後の吸音率も測定した。同じ条件の試験片は 3

枚製作し試験を行いバラつきの中央値を採用した。図 7 に吸音率測定結果を示す。5 年経過材は未使用吸音板

に比べて明らかに吸音率が向上していることが分かった。 

一方で高圧洗浄やブラシ洗浄した場

合は吸音率が低下した。以上のことか

ら表面に柔らかく積もった粉塵は吸

音率を向上させ、擦ったり高圧で圧縮

して微細な粒径の粉塵が内部に詰ま

ると吸音率が低下すると推測された。 

そこで、未使用材の表面に平均粒度 50

ミクロンのセラミック粉末をスプレ

ー糊でまぶして吸音率を測定したと

ころ、5 年経過材と同様な吸音率の向

上が得られたので表面に付着した道

路粉塵は吸音率の面からは除去しな

くとも有害とはならないことが確認

された。 

 
４．終わりに 

トンネル内に長期間設置したセラミック吸音板は、粉塵付着による汚れが目立つが吸音率の観点からはむしろ

性能が改善していることが確認された。また、洗浄の仕方によっては吸音率をわずかに低下させる可能性があ

ることも分かった。なお、当該トンネルでは今後も実装備パネルを使用して吸音性能の経年変化を追跡してい

くことを計画している。 
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ダストの吸音板内部で
の滞留は認められない

粉塵 

図 5 粉塵の粒度分布 図 6 吸音板断面拡大写真 
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図 7 吸音率測定結果 
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